



2014年度から2015年度にかけて､ 形態､ 素材､ 出版年､ 発行地などが
異なる一枚もの資料の保存処置を行う機会が多かった｡ ここで ｢一枚も
の｣ とは､ 製本する､ 表装するなどの工程を経ていない状態の資料を指
す｡ 冊子でも軸物でもないため､ そのままの排架が難しく､ 閲覧の利便
























































１) 全点ドライクリーニング(５)｡ 刷毛､ ミュージアムクロス､ ク
リーニングスポンジ､ プラスチック消しゴムを使用｡
２) 破損箇所のうち､ 破損が広がる恐れや取り扱いに支障がある箇







２) 酸性劣化の見られる資料､ また酸性紙と見られる資料は､ 脱酸
処理を施す｡ ただし没食子インクが使われている面は除外する(７)｡
３) pH 測定にはメルク社製 pH インジケーターストリップを使用｡
４) 脱酸処理を施した資料のリストを巻末に添付｡
1-2-4. 翻字タイプライティング原稿への処置 (書誌担当者が行う)




１) ドライクリーニング､ クリップ除去､ ステープラー除去及び糸
綴じ直し後､ キハラ製中性紙保存箱１箱に納める｡







































15 13 0 2 両面 〇
27 14 1 1 両面 〇
28 15 0 1 両面 〇
29 16 没食子 migration 0 1 両面 〇
30 17 1 1 片面 〇
31 18 0 1 両面
32 19 4.5 0 1 片面 〇
33 20 4.0 不明 0 1 片面 〇
34 21 4.5 没食子 halo 0 1 両面 〇
35 23 migration 0 1 両面 〇
36 22 没食子 migration 0 2 両面 〇
37 24 没食子 0 1 片面 〇




39 25 5.0 没食子 0 1 片面 〇
40 27 没食子 0 1
両面だが､ 書
面は片面ずつ
41 28 4.0 没食子 halo 0 1 両面 〇


























ある｡ また､ インク滓と思われる黒い粉塵も多く見られる｡ 切手や消印､







場合､ 貸出のたびに226枚を数えることになる｡ それを避けるため､ 分
冊製本することにした｡ 手順は以下の通り｡
2-2-1. 分冊製本
１) 全点ドライクリーニング｡ 刷毛､ ミュージアムクロスを使用｡






































９) 分冊内容､ 欠号の一覧表を添付｡ 欠号部分の間紙にも､ 鉛筆書
きでその旨を記す｡
2-2-2. 中性紙保存箱に収納









ある｡ 一枚一枚が薄く､ 取り扱いの際には破損も懸念されるので､ 間紙
































































































































































































































































いるが､ 内部は湿った状態のこと｡ この段階ならば､ 圧力をか
けても乳剤面が貼りつかず､ 印画紙を平坦に乾燥させることが














厚みが出るのを避けるため､ 薄めの和紙 (RK#2) を使用｡



















































チェンバレン宛書簡､ 商要新報､ ヴェラム文書は､ 新規受け入れ時点
で処置が必要と判断され､ 保存修復担当へ相談が持ち込まれた資料であ
る｡ 亜細亜大観は､ デジタル撮影を機に処置を施すことになった事例で
ある｡ いずれも ｢使えるように｣ または ｢使いやすいように｣ すること
が第一の目的であり､ 第二の目的は排架と保管に適した形にする､ とい
うことだった｡
安全に扱えるよう資料を整え､ 保存環境を整えることは ｢もの｣ とし
ての資料の寿命を延ばす大きな要素だが､ もうひとつ､ 利用者の心掛け






よう願っている｡ そして､ このような記録を残すことが､ 後世の人々が
資料を理解する手掛かりのひとつになれば幸いである｡
東洋文庫は実に様々な形態､ 素材､ 地域､ 年代の資料を所蔵しており､
100万タイトルを超える蔵書を保管して行くのは大変な困難を伴う｡ し
かし､ 所有するとは即ちそれらの世話をして行く責任を担うということ




(１) リングバインダーボックス､ ポリエステル製アルバムページ｡ PAT合





Guild, Season Tse, Maria Bedynski  Treatment Options for Iron Gall
Ink on Paper,                                          , 2013
(３) アルカリ緩衝剤添加と無添加の２種類がある｡ 厚みは数種類ある｡ (ラー
ソン・ジュール・ニッポン株式会社 CXD 事業部)
(４) アルカリ緩衝剤無添加で､ 厚みは３種類ある｡ (株式会社TTトレーディ
ング)





である｡ 出典は注 (２) に同じ｡
なお､ 没食子インクの保存については､ 2014年に開催された東京文化財
研究所主催､ 第28回近代の文化遺産の保存修復に関する研究会 ｢洋紙の
保存と修復｣ での Alejandra Odor 氏 (Head of Conservation, National
Archives of Mexico) および Anne Maheux 氏 (Head, Conservation of
Maps, Manuscripts and Art on Paper, Library and Archives Canada)
の講演も大変参考になった｡
(７) 注 (２) と同じ理由で､ インク書写面にアルカリ成分を残留させないた
め｡
(８) 公益財団法人東洋文庫監修 『ラフカディオ・ハーン､ B. H. チェンバレ














(13) 防水透湿性素材｡ 水分を通さず､ 水蒸気を通すという性質を利用して､
水分を与えずに湿気を与えたい処置に使用する｡ また､ 東レ株式会社製
エントラントも､ 同様の機能を持つ布地である｡
(14) 注 (６) に同じ｡
(15) アルカリ緩衝剤無添加 (ラーソン・ジュール・ニッポン株式会社 CXD





ンフレット (1990年11月) に掲載された｡ また､ その研究成果は Miura
Toru and Sato Kentaro, eds.,                                                                  , Toyo Bunko Research
Library (TBRL) 15, Tokyo: The Toyo Bunko, 2015 に詳しい｡
(17) ｢もっと知りたい！イスラーム｣ 展 2015年１月10日～2015年４月12日
於東洋文庫ミュージアム




(19) 人間文化研究機構 (NIHU) 地域研究プログラム研究拠点 公益財団法
人東洋文庫 現代中国研究資料室 ｢亜細亜大観データベース｣ より｡
<http://www.tbcas.jp/ja/lib/lib4/> (2015年３月30日公開)
(20) 支持体の紙の上に､ 印画紙の白さを増加させるためのバライタ層のある
印画紙｡ バライタ層は硫酸バリウムとゼラチンの混合物で､ 乳剤層 (感









(22) 写真には PAT (Photographic Activity Test, ISO18916) 合格品という
だけでなく､ アルカリ緩衝剤を含まない保存用中性紙を使用したい｡
(23) 同サイズの用紙が大量に必要な場合､ 裁断料がかかっても､ 正確な寸法
のものが入手出来て作業効率が上がるのが利点である｡








参考文献､ URL 野敏武 (2016) 『古典籍の装幀と造本』 デザイン製本シリーズ (３) 印刷学
会出版部





The Iron Gall Ink Website <http://irongallink.org/>
久保元昭 (2009) ｢インク焼け資料への保存修復手当―効果の比較実験Ⅰ｣
株式会社資料保存器材 <http://www.hozon.co.jp/report/post_8645>
｢西洋古地図への保存修復処置｣ 株式会社 Conservation for Identity
<http://www.cfid.co.jp/example/european-map/>
(東京都立中央図書館・資料修復専門員)
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